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「見積もり査定に必要な技術的アプローチとは？」

2021年5月10日
購買ネットワーク会 深津昌俊

masato24681@gmail.com
※ご質問などあればお問合せください
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はじめに(自己紹介)
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自己紹介

出身：愛知県 豊田市

経歴：
➢ 自動車部品メーカーにて原価管理・原価企画に従事
２年間、北米現地法人へ出向し、北米エリアの原価企画活動を推進
• プロジェクト原価企画の推進
• 主にステアリングシステム、駆動コンポーネントの目標原価設定

➢ 自動車メーカーにて原価企画・目標原価設定に従事
• 主にシャシーや内装コンポーネントの目標原価設定、ベンチマーキング

➢ 現職シーメンスにて、製造業のお客様向けPLM(Product Lifecycle Management)
ソリューションのポートフォリオ開発本部（いわゆる製品事業企画）に所属
• 製造業のお客様向けにPLMソリューションの提案（技術営業）
• ときどきプロジェクトにも投入
• ときどき社内外のセミナー（最近はウェビナー）で講演

趣味：キャンプ、釣り、スケートボード
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会社紹介
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Unrestricted © Siemens AG 2019
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ドイツが推進する次世代ものづくり「インダストリー4.0」

デジタルツインを軸とした

デジタルエンタープライズ

の実現



Why digital twins will be the backbone of industry in the future

https://www.youtube.com/watch?v=ObGhB9CCHP8

https://www.youtube.com/watch?v=ObGhB9CCHP8
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見積もり査定に必要な技術的アプローチとは？
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・様々な見積もり課題に対する意見交換の場を通じ、
見積もり査定業務に対する自己(自社)の現状認識

・見積もり査定を実施する上での心構え、基礎的な技術的アプローチ

・見積もり査定について、次のレベルを目指すための
個人や組織としての気づきを発見する

本日のセッションのゴール
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見積業務（見積取得、査定、価格交渉）について
どのようなイメージをお持ちでしょうか？
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どのように査定していい

かわからない
見積依頼のための

社内調整が大変

できれば関わりたく

ない・・・
仕入先からの想定して

いない高額回答 仕入先からの

回答取得に時間

がかかる

社内目標値に

ミートしない

コスト査定が

困難

仕入先開拓が

難しい

コストテーブルの

整備ができていない

何度も再見積も

りが必要になる

分析システムが整

備されている



Page 15 © 2021 Masatoshi Fukatsu 

仕入先の見積回答明細は標準化されていますか？
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仕入先が明細を

出してくれない
自社統一フォー

マットが無い

拠点によって

バラバラ
E-quoteシステム

を導入している

システム化されており

データベース化

されている汎用・標準部品

では入手困難

メールでの回答も

あり統一されてい

ない

フォーマットの利用

が徹底されていな

い

見積明細の粒度が

粗く査定が

困難

仕入先から

金額回答しか

得られない
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コストテーブル整備されていますか？
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作成する

時間が無い

業種によっては

整備されている

メンテナンス

する時間が無い
システム化

されている

コストテーブルは個人

持ちになっている

国内のみでの

利用にとどまる

精度が悪く

使えない

フォーマットの利用が

徹底されていない

コスト削減に

つながらない

コストテーブル？
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醤油ラーメン

800円？

チャーシューメン

？？

意識高い系
塩ラーメン

？？

伊勢海老
ラーメン

？？

レモンラーメン

？？

価格の変動要素は？
スペック・仕様による価格変動 → 具材、スープの材料、麺の量
提供サプライヤーによる価格変動（チェーン店？専門店？） → スープ大量生産、大量仕入れ

価格と価格の変動要素に着目する
過去の購買経験が値ごろ感を形成する

値ごろ感 ― ラーメンを例に・・・
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精肉の種類による価格差
鶏肉 or 豚肉 or 牛肉

産地や部位による価格差：
国産豚こま 100円/100g

ブランド豚ロース
250～300円/100g

ブランド牛フィレ
2000円/100g

精肉の価格の決定要素
（プライスドライバー）

重量、単価、精肉種類、産地・・・

※実際には、単価にトレー代、加工人件費、
電気代などのコストが発生しており、より価格を下げる
ためにはコストドライバーへ踏み込む必要性がある

カテゴリー・業種によって、価格決定の方式が異なる
価格を下げるには背後に発生しているコストにまで踏み込む必要もある

値ごろ感 ― 精肉を例に・・・
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「コストドライバー」 と 「プライスドライバー」

コストドライバー （＝コストを決定する要素）
・設計・製造条件に基づいてコストを変動させる要素、細かな構成要素まで分解するほど精度が上がる
・より精緻に分解することでコストに影響する因子や削減するための対策が可能となる

自動車の例：エンジンコスト、ボディーコスト、シャシーのコスト、組み立てコスト、開発費、販売コスト、etc.

→コストテーブル（＝コストモデリング）によるアプローチが適する

プライスドライバー （＝価格を決定する要素）
・顧客視点に基づいて価格を変動させる要素（価値、パフォーマンス、機能）
・プライスドライバーの選定基準は、そのパラメーターが改善するとそれに対してお金を払いたいか？
・価値と価格の関係性を明らかにすることを目的とするため、コストドライバーのような構造の詳細化や分解を目的としない

自動車の例：エンジン気筒数、車両クラス（サイズ）、馬力、燃費、ガソリン車orハイブリッドor電気自動車、etc.

→統計分析（回帰分析）によるアプローチが適する
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コストテーブル悪玉論

・日本では遠い過去からコストテーブルという「和製英語」が、コスト査定・見積もりに対する先入観を形成している
・コストテーブルをどう作るか？といった目先の議論や、メンテナンスできないとの理由でネガティブなイメージも多い

海外ではコストテーブルではなく、「コストモデル（コストモデリング）」と呼びコスト分析やコストエンジニアリング活動の中で
コスト査定をする上での重要な概念と位置づけられている。

・コスト査定のためのコストモデル（計算ロジック・構造の表現モデル）をどのように作成するかの技術的議論のみならず
・コストモデルをカテゴリー（業種）毎にどのように標準化・運用管理してべきか？
・コストモデルをどのようにナレッジ化・蓄積・共有・再利用すべきか？
・グローバル化の流れの中で、どのようにコストモデルを拠点展開し、業務の中で適用していくか？
・新しい領域（例：ソフトウェア）への適用、テクノロジーを活用した次世代のコストマネジメントをどうすべきか？

といった視点の議論がなされている

従来のコストテーブルに対する先入観を捨て、世の中の標準・世界でのベストプラクティス（先進例）を知り、
自己（自社）の目指す姿を描いていくことが必要ではないでしょうか？
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原材料費

投入重量

材料

単価

物質

市況

サプライヤ

自社の購買量

スクラップ

重量

材料

単価

スクラップ

材料単価

完成品

重量

物質(比重)

製品形状

…

リサイクル

材料

エキストラ

廃棄

ベース価格

規格エキストラ

加工エキストラ

寸法公差

エキストラ

…

コストドライバーの例
原材料費のコスト構成
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原材料費

投入重量

材料

単価

物質

市況

サプライヤ

自社の購買量

スクラップ

重量

材料

単価

スクラップ

材料単価

完成品

重量

物質(比重)

製品形状

…

リサイクル

材料

エキストラ

廃棄

ベース価格

規格エキストラ

加工エキストラ

寸法公差

エキストラ

…

コストドライバーの例
原材料費のコスト構成

欧米の自動車メーカーの
見積明細要求レベル

※コストモデルで査定を行う
レベルとは異なる
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加工費

直接

労務費

設備費

段替え費

治工具費

製造経費

製造

スクラップ

製造技術

製品仕様

サプライヤ

製造工程

生産数量

…

加工物長さ

送り速度

主軸回転数

...

製造者資格

生産国・拠点

…

外段取り

内段取り

製造前調整

製造中スクラップ

労務費レート

サイクル

タイム

稼働率

作業工数

手作業時間

歩行時間

製造工程２

製造工程１

製造工程３

製造工程n

設備仕様

材料条件

生産数量

ボトルネック

…

加工条件

コストドライバーの例
加工費(製造費)のコスト構成
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加工費

直接

労務費

設備費

段替え費

治工具費

製造経費

製造

スクラップ

製造技術

製品仕様

サプライヤ

製造工程

生産数量

…

加工物長さ

送り速度

主軸回転数

...

製造者資格

生産国・拠点

…

外段取り

内段取り

製造前調整

製造中スクラップ

労務費レート

サイクル

タイム

稼働率

作業工数

手作業時間

歩行時間

製造工程２

製造工程１

製造工程３

製造工程n

設備仕様

材料条件

生産数量

ボトルネック

…

加工条件

コストドライバーの例
加工費(製造費)のコスト構成

欧米の自動車メーカーの
見積明細要求レベル

※コストモデルで査定を行う
レベルとは異なる
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プライスドライバーの例

分類 例

価値・機能・パフォーマンス トルク、出力、耐久性、etc.

ジオメトリ 重量、直径、サイズ、板厚、etc.

生産 サイクルタイム、セットアップ時間、工程数、不良数、etc.

コスト 材料費、加工レート、輸送費、etc.

価値・機能・パフォーマンスを中心に選定する（コスト≠価値）



Page 28 © 2021 Masatoshi Fukatsu 

仕様差見積もり

①既存品の価格やコスト情報を

基準として見積もる手法

②サプライヤコストや積上げ計算を

基準として利用する

③仕様差の変更内容に基づいて

差分のみを計算する

④設計変更や条件変更内容から

差額コストに換算し追加する

統計分析

①実績価格の情報に基づいて解析を

行うことができる

②回帰分析により回帰式(統計的に

適正価格の算出式)を得られる

③他の見積手法の適用が困難な

場合に利用される(例:電子・電装

部品、システムコンポーネント)

④製品や部品のバリュー（プライス

ドライバー）に着目して分析を行う

積上げ見積もり

①最も一般的な目標原価の設定手法

②コスト構成要素（コストドライバー）

から積み上げ式で見積もりを行う

③目標計算・ZBBなどの理論原価算出

・分析に利用される

④RFQプロセス（対顧客や対サプライ

ヤ）において多く利用される

ZBB: Zero Based Budgeting

RFQ: Request For Quote

３つの主な見積もり・分析手法

コストドライバー分析 プライスドライバー分析
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特徴

・コストの構造や構成要素を元にした見積もり手法

・カテゴリー毎（業種毎）に整備される（特に製造工程が異なるため）

・ある程度の詳細度までは自社や他社との共通理解（標準化）が可能

・事実（設計仕様・見積条件）に基づいており価格交渉時に有効なアプローチ

・Value AnalysisやValue Engineeringの切り口となり得る

・事前目標原価計算（Should costing）にも適用可能

・標準品や汎用品、複雑なコンポーネント部品に対しては適用が難しい

・知見のない購入品やソフトウェアに対しても、コストドライバーの観点から見積もり分析が可能

・特に製造工程の知見が必要とするため、継続的な情報の収集や蓄積が重要となる

・専任で取り組む組織やグループを持ち知見を管理していく必要がある

計算例：

材料費＝投入重量×kg単価ースクラップ

加工費＝工程1＋工程2＋…
工程1＝CT×稼働率×労務費レート＋…

CT×稼働率×マシンレート＋…
※CT＝材料パラメーター、マシンパラメーター、

加工部位ジオメトリ等より算出

間接費＝一般管理費＋販管費＋輸送費＋関税＋…

積み上げ見積もり（コストモデリング）
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・部品点数の削減

・寸法を小さくできないか

・軽量化できないか

・加工を考えた形状となっているか

・歩留まりが考慮されているか

・材質を高価材から安価材に変えられないか

・適切な表面処理や熱処理となっているか

・加工の精度条件が適切に設定されているか

・設備を自動化できないか

・安い設備を利用できないか

・型数や寿命の設定が適切か

・適切な人員配置となっているか

・適切なオーダーロット数になっているか？

・設備能力の稼働、余剰がないか

・荷姿、梱包、輸送の条件は

・抜き取りの検査頻度は

・工程を統合ができないか

コストモデルにおけるコストドライバーの理解・管理ができると、VE適用やコスト削減の着眼点を発見できるようになる。

積み上げ見積もり（コストモデリング）によるコスト査定
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(Technical value)

線形
y=切片+係数1×X1+係数2×X2+…

特徴

・大規模データを即時に分析可能

・既存実績データを利用して分析（データ集めが大変なケースあり）

・選定したプライスドライバー（価値）を元に分析

・統計的な根拠（確からしさ）が担保される

・特定の購買ポートフォリオのベンチマーキングに利用することができる

・予測式が得られるので、新規見積もりに適用可能

・開発上流段階など詳細見積もりができない場面（図面が無い、詳細条件が無い）に適用が可能

・統計的根拠・精度は担保されているが、積み上げ見積もりに対し、見積回答とギャップが大きくなる
可能性がある

・仕入先に価格値下げのためだけに提示するのは適さない（プライスカット要求となる）

・単回帰、線形モデル、最小二乗法では精度に難あり
→重回帰、非線形モデル、複数の統計モデルを組み合わせることで精度が向上する

非線形
y=exp(切片+係数1×X1+係数2×X2+…)

統計分析（回帰分析）：NLPP
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①外れ値の特定 → コスト詳細分析へ

②金額差×数量によるコスト削減ポテンシャルの確認

③同等の目標価格（価値）に対するコスト差の分析

④仕入先の新規見積回答の妥当性の確認

⑤仕入先競争力の把握・戦略立案

⑥プライスドライバーを元にした価格見積もり
（開発上流段階、設計者でも見積もりが可能）

y=exp(切片+係数1×X1+係数2×X2+…

①
②

③

④

⑤

⑥
(Technical value)

統計分析（回帰分析）：NLPPの活用
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ベース品

特徴

・ベース品を元にコスト変動や、仕様差を考慮して増減を計算し、新規品コストを推定する

・差分のみを考慮するため短時間で見積もりを行うことができる

・時系列での変動履歴を見える化、管理しやすい

・選定するベース品によって新規品の見積もり結果が変わる

・差分の考慮の仕方によって会社・人により計算結果が大きく異なる（＝計算標準化が困難）

・最終的な仕入先見積回答が積み上げ式でギャップが発生した場合の査定（調整）が困難

C/R 仕様差 新規品

仕様差見積もり



Page 34 © 2021 Masatoshi Fukatsu 

自社

仕入先A

購買

営業見積依頼 2w

見積回答

見積明細

事前目標計算
(Should costing)

コストワークショップ

・仕様、図面、変更事項表
・設計概算コスト
・数量、経済条件

・社内調整
・コスト見積もり実施
・売価検討
・役員承認

査定・交渉

仕入先B

営業 ・社内調整
・コスト見積もり実施
・売価検討
・役員承認

見積回答 見積明細

見積依頼 2w

BI/アナリティクス

製品集計
プロジェクト損益

実績コスト

コスト査定の改善ポイントの着眼点（例

改善を実現するためのEnabler（成功要因）
・Digitalization
・Early involvement
・Cross-functional collaboration
・...
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相見積もり

見積明細分析

属人的な事前目標原価計算&

仕入先査定

組織化されたナレッジベースの

コストエンジニアリング実現

Negotiation excellence

Next level of cost 
management

見積査定の高度化ステップ（例

Level 1

Level 2

Level 3

Level 4

コスト削減効果
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Source: Siemens AG, Q2 FY2017 Analyst Call

組織化されたコストエンジニアリングの例
Siemens AG: Cost & Value Engineering



Page 37 © 2021 Masatoshi Fukatsu 

Q&A
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ありがとうございました


